
沖縄県におけるマツノマダラカミキリの生活史と防除対策

産卵１日に約２個、平均100個

成虫の活動(４月～９月）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　薬剤散布　〔事前防除〕カミキリ成虫殺虫 　　　　　樹幹注入

　　　　羽化

産卵

　　　　樹皮下幼虫

　　蛹室内幼虫 　　蛹室内幼虫

蛹 蛹

１．羽化日の推定
　１月～３月の平均
気温で重回帰分析
令和２年は
　予測日：４月20日

２．被害量に関係の
高い要因
①前年の駆除残量
②降水量少ないと多
い
③気温高いと多い

3.カミキリの誘引物
質
　αーピネン
　βーピネン等

伐倒駆除（焼却・くん蒸・破砕）

線虫侵入
外見の赤変

70～75 %

産卵

羽化

90～95 %

赤変のピーク期
（もっとも被害が目立つ）


